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令和 ２ 年 ６ 月 １７ 日 

県政記者クラブ  御中 

［  取 材 依 頼  ］ 

 

   

取材項目 ＧＬＯＢＡＬＧ.Ａ.Ｐ.認証取得に伴う知事表敬について 

 

取材内容 

 

目    的 

 

趣旨など 

 ＪＡ宮崎中央にら部会、ＪＡはまゆうピーマン部会の一部、ＪＡえびの市ピー

マン部会、ＪＡ尾鈴ミニトマト栽培グループ（以下、４部会）およびＪＡ宮崎経

済連は、令和２年４月２０日付けで、生産工程管理の国際基準 GLOBAL G.A.P.認

証を取得したことを受けまして、代表者による河野知事への表敬訪問を下記の通

り実施致します。 

 

 

１．知事表敬について 

（１）日 時  

○知事表敬  令和２年６月２３日（火）  １１：００ ～ １１：１５ 

○取材対応                    １１：１５ ～ １１：２５ 

 

 

（２）出 席 者  

○JA宮崎経済連  代表理事会長      新森
しんもり

 雄
ゆう

吾
ご

 

○JA宮崎中央にら部会 部会長         祝
いわい

園
ぞの

 隆志
た か し

 

○JAはまゆうピーマン部会 串間支部長  武田
た け だ

 昭一郎
しょういちろう

 

○JAえびの市ピーマン部会 部会長     田中
た な か

 義
よし

正
まさ

 

○JA尾鈴ミニトマト栽培グループ 会長   斉藤
さいとう

 嘉
よし

貴
き

 

 

 

２．ＧＬＯＢＡＬＧ.Ａ.Ｐ.について 

ＧＡＰとは、「Good Agricultural Practice（農業生産工程管理または、適正

農業規範）」の略で、食の安全に関わる食品衛生、環境保全、労働安全で適正に

取り組んでいることを審査認証する制度です。 

その中でも、GLOBAL G.A.P.は世界中で最も幅広く取り組まれている国際基準

で、世界では、欧米のみならず、アフリカ、アジア、南米など、同規格の認証経

営体数はすでに２０万を超えている状況です(平成３１年３月末現在)。 

 

 

組織名 ＪＡ宮崎経済連 
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３．ＪＡグループでの取組みについて 

 このＧＡＰへの取組みは、ＪＡグループ宮崎が現在推進している「所得アップ

ＧＯＧＯテン運動」とも連動するため、経営改善効果の一助として期待されてい

ます。 

 また、今回取得した４部会は、もとより農水省特別栽培農産物ガイドラインに

基づく栽培やそれに準拠した情熱みやざき農産物表示認証制度（経済連独自認

証）に長年取り組んでおり、食品安全や環境配慮等に対する意識が非常に高い部

会です。 

 さらに、近年ではＧＡＰの取り組みを評価する販売先等もあり、そのような販

売先への提案ができると同時に、安定した取引への期待もできます。 

 

 以上より、ＧＡＰ認証取得に関して、各部会・JA・経済連が一体となり、また

役割分担を明確にし、各々の取組み負担を軽減することで、８６名もの生産者が

一度に取組み、団体認証の取得に至りました。  

この８６名での GLOBAL G.A.P.団体認証は、国内初の取組みです。 

※GLOBALG.A.P.国内認証数：７０２経営体 うち宮崎県内：７０経営体 

 (平成 31年 3月末現在) 

 

なお、４部会の生産・販売概要の内訳については下表の通りです。 

 

 栽培面積 生産者数 出荷量 出荷時期 

JA宮崎中央 

にら部会 
５．２ha ２９人 

１７０トン 
（５月末現在） 

１２月 

～翌５月末 

JAはまゆう 

ピーマン部会 
６．７ha ２４人 

８５５トン 
（５月末現在） 

９月 

～翌６月中旬 

JAえびの市 

ピーマン部会 
２．９ha ２２人 

１９１トン 
（計画値） 

４月～１１月末 

JA尾鈴 

ミニトマト栽培 

グループ 

５．６ha １１人 
４９３トン 
（５月末現在） 

１０月 

～翌６月中旬 

 ２０．４ha ８６人 １，７０９トン  

 

日    時 令和２年６月２３日（火） １１時００分～ 

場    所 宮崎県庁 知事会議室 

担当部署 

（問合せ先） 
ＪＡ宮崎経済連 営農振興課 （担当：中村） 電話 （０９８５）３１－２１５４ 

添付資料  

備    考  


